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東 北 帝 国 大 学 医 学 部 卒 業
東 北 帝 矧 大 学 医 学 部 副 手 ( 山 川 内 科 ・ )
東 北 帝 i 、 に 1 大 学 医 学 都 助 手 ( 1 県 川 内 科 )
束 北 〒 捌 司 大 学 W 塒 削 属 医 学 専 門 部 講 師 ( 内 利 学 )
央 北 帝 岡 大 学 脇 時 附 属 医 学 専 門 部 教 授 ( 内 科 学 )
青 森 医 学 専 門 学 校 教 授 ( 内 科 学 )
東 北 大 学 鮒 属 医 学 専 円 剖 鉾 剣 受 ( 内 科 学 )
東 北 大 学 医 学 部 助 教 授 ( 1 県 川 内 利 )
東 北 大 学 敦 授  q 亢 触 菌 病 研 究 所 )
東 北 大 学 抗 酸 菌 病 研 究 所 削 属 病 院 長
東 北 大 学 評 議 員 併 任
東 北 大 学 評 議 員 を 解 く
東 北 大 学 抗 酸 菌 病 釧 究 所 長 , 評 議 員 併 任
停 年 退 宜
教 授 略 歴
第 1 9 回 Π 木 化 学 療 法 学 会 東 Π 木 麦 部 総 会 々 長
第 1 4 回 Π 本 撥 治 療 学 会 総 会 会 長
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1 和
氏名
寺田清,斉藤達雄
宮城県二於ケル青少年ノ
結核集団検診成鑓,
2報つべるくりん皮筈反応判定二就テ
松永巽雄,.小原"特、yシ星体測定山的考
文
著
著作・論文題目
肢端犯大症二合併セル糖
尿病二就テ
作 目
菊池成夫,斉藤達雄:
録
黒川利雄,斉藤達雄
掲載誌名
日本消化機病学
会雑誌
東北医学雑誌
斉藤逹雄,杉山尚
肥胖性生殖器発育不全症
/1例,並二本邦女献別
例ノ綜合的観察
腎潰癌及び十二指腸潰傷日新治療臨時昌
に対する昭和17年度本邦
業緻の回顧
含炭豊富,脂肪制限食餌
二依ル糖尿病治療4年半
ノ経験,口並ビニニ型間ノ
差異二就テ
巻号
38aの
東北医学雑誌
頁
斉藤達雄,杉山尚
194129(5) 55 ~564
654~662 1939
発表年
東北医学雑誌
海糖尿病患者二於ケル葡萄
糖二重負荷試験
含炭豊富脂肪制限食及ビ
含炭剣限脂肪豊富食ガ糖尿病患老ノ糖質同化機罷
二及ボス影響
斉藤達雄,杉山尚
29(6) 606~619 1941
斉藤達雄
30
斉藤達雄
日本消化器病学
会雑誌
651~667 1942
若年者糖尿病三例二就テ
肢端肥大症二伴フ糖尿病
二就テ
甲状腺腫二伴フ糖尿病二
於テ,自験三例卜女献上
粧告な」ノ絵吾的観察
静脈内注入に依る葡萄糖斉藤達雄,伊藤博,沢
負荷試験に就て田元治:
日木消化器病学
会雑誌
日本消化器病学
会雑誌
1~13
"(D
1943
6~8
"(D
日本消化器病学 44( D11~12
会さ剃t言志、
日木消化器病学 44(D 12~14
会雑誌
日木消化器病学 44(D14~15
会雑誌
1946
44( D
8~9
9~11
1946
1946
日本消化器病学
会雑誌
1946
46
(5~6)
1946
15~16
1946
1949
??????
??
?????
???????
2斉 藤 達 雄 , 橋 元 富 一 郎
甘 糟 元 :
橋 元 富 一 郎
斉 藤 達 雄 , 海 藤 勇 , 沢
田 元 治 : "
大 壁 胤 を 有 す る 胃 潰 癌 の 莱 北 医 誌
統 哥 南 観 察
第 1 報 一 般 醜 床 的 事 項
に つ い て
大 壁 施 を 有 す る 潰 胃 傷 の
東 北 医 誌
統 計 的 観 察
第 2 報 レ ソ ト ゲ ソ 学 的
事 項 に つ い て
水 試 験 及 び 渇 試 験 よ り 窺 日 木 消 化 器 病 学
ひ た る 糖 尿 体 の 水 分 代 謝 会 雑 誌 '
障 点 に 金 い て "
買 癌 並 び に 胃 ・ t 二 指 腸
東 北 医 誌
潰 揚 に 於 け る 潰 甥 の 大 い
き に 就 て
胃 癌 , Ⅶ 潰 甥 , 及 び 十 二
束 北 医 誌
指 腸 潰 癌 に 応 牙 る 十 二 霧
腸 球 部 の レ 線 学 的 特 徴 に
就 て
幽 門 前 潰 痕 の 悪 性 度 詑 び 東 北 医 誌
や そ の レ 線 診 断 的 価 値 に
就 て ' 、 '
糖 尿 病 患 者 に 於 け る 「 ア 爽 北 医 誌
ド レ ナ リ ソ 」 血 粧 反 応
糖 尿 病 患 者 に 於 る 「 イ
ソ シ ュ リ ソ 」 感 矮 試 験
後 藤 爾 , 廿 糟 元 :
斉 藤 達 雄 , 後 藤 愛 爾 ,
植 田 一 良 或
5 0
斉 藤 達 雄 , 橋 元 富 一 郎
甘 糟 元 , 岩 本 正 :
斉 藤 達 雄
斉 藤 逹 雄
斉 藤 逹 雄
8 2 ~ 8 6
如
1 9 5 3
1 2 ~ 1 5
卯
3 8 8 ~ 3 9 5
斉 藤 達 雄 , 矢 内 統 一 ,
弓 i 下 1 、 1 烏 :
1 9 4 9
1 6 ~ 1 9
4 6 ( 3 ~
1 , フ ~ 8
合 併 )
和
星 晧 ,
桑 島 治 三 郎
東 北 医 誌
糖 尿 病 患 者 の 「 イ ソ シ ュ 東 北 医 誌
リ ソ 」 感 度 に 及 ぼ す 治 療 山
の 影 粋 心 "
柬 北 医 誌
斉 藤 達 雄 ,
矢 内 統 一 1
K i m m e l s t i e l - w u s o n  東 北 医 誌
氏 症 候 辧 に 関 す る 一 考 察 < "
掘 内 敏 男
斉 藤 達 雄 , 星 胎 , 胃 肉 睡 の レ 線 像 に 就 て 東 北 医 誌
小 泉 重 誕 ; 虚 子 久 抓 : < "
斉 藤 達 雄 , 米 村 広 ,
斉 β 個 の 平 皿 状 胃 癌 共 存 に 東 北 医 誌
庄 就 い て  V  ゜ '
藤 正 汰 , 大 柴 三 郎 ,
子 久 弥
斉 藤 達 雄 , 宍 戸 辰 男 ,
塘 尿 病 患 者 の イ ソ シ ュ リ
東 北 医 誌
松 島 恒 男
ソ 感 度 に 関 す る 研 究
第 3 報 皮 下 注 射 法 及 び
諦 脈 注 射 法 に よ る イ ソ シ
ユ リ ソ 感 度 試 験 の 比 較 に
つ い て
1 9 4 9
3 2 ~ 3 4
3 8 ~ 、 1 4
原 爆 症 羅 5 年 4 ケ 月 後 の
i 患 者 に 見 ら れ た る 流 行
性 肝 炎 に 就 て
4 2
1 9 1 9
9 1 ~ 9 9
1 9 4 9
収
1 9 5 4
1 9 4
1 9 5 0
1 6 5 ~ 1 7 0
4 6
船
5 4 3 ~ 5 5 1
1 9 5 1
船
5 3 2 ~ 5 3 7
1 9 5 2
5 3 8 ~ 5 - 1 2
船
1 9 5 2
5 5 8 ~ 5 6 1
訂
1 9 5 2
5 1 3 ~ 5 4 9  1 9 5 3
訂
1 9 5 2
四
5 5 0 ~ 5 5
? ???
斉藤達雄,小坂安知,
清野耕吾,高野暹
斉藤達雄
黒川利雄,斉藤達雄,
補原喜久蔵,吉田太L
服需そ,菅原豊次,内
海信雄,加藤俊和:
黒川利雄,斉藤達雄,
松嶋恒男,後藤由夫,
箙部匠,舌田活幸,知'
藤伊佐雄,清野耕吾,
加藤俊和:
斉藤達雄,甘糟元,清
野耕吾:
1956
BHCの人体に及ぼす影
轡について
末端肥大症一概説及び糖
尿病合併その他につい
てー
胃癌その他の悪性腫傷に
文1する 8-Azaquanlne
使用経験
東北農薬研究会
報告
ホルモソと蹄床
糖尿病に対tるメゾ荏酸
カルシウムの治療効東に
斉藤達雄
ゾフL、て
斉藤達雄,後藤由夫,
清野耕吾,松島恒男,
服部仁,福島正二,
藤伊三誕,吉田活塗、
( 3 )
臨躰消化器病学 3(6)317~322
問接撮影による消化管特臨床消化器病学
に小腸レ線像の連統追求
1こーついて
1~ 6
3(D41~50
黒川利雄,斉藤達雄
糖代謝異常と酵素
治療
3
1954
黒川利雄,斉藤達雄:
糖尿病患者における高血日本内科学会雑
虚,蛋肖尿,網膜症の合誌
令札こついて
黒川利雄,斉藤達雄;
1955
37(8) 933~941 1955
習癌の細胞学的診断
黒川利雄,斉藤達雄,
米村広:
1955
綜合医学
胃癌の細胞学的診断
3(9)505~514 1955
斉藤達雄,清野耕吾,
伊藤伊三雄:
習癌の細胞学的診断
12a2)
斉藤達雄,高橋幸男,皮膚伸展線(S廿稔0 ψ一吉凾清幸:川原田衛, t玲distonse)を伴える
於オヌ弓ι、: laurence-Moon-Biedl
症候群について
臨}休と研究
胃癌の細胞学的診断
弱aの
1033~
1040
日本消化機病学
会r列t言志
第ι2回日本消化
機病学会大会特
別講演要旨
癌の臨床
諸種疾患殊に内分泌疾患
に於ける経口的葡萄糖写荷後血清無機燐変動お意
義
996~
1002
1955
33( 5 )529~539
1956
53aの487~500
ホルモソと臨床 4(4)314~320
1956
191~195
2(4)274~280
1956
ホルモソと臨床 4(5)428~432
19 3
1956
1956
4黒 川 利 雄 , 斉 藤 達 雄 ,
芋 島 清 , 好 藤 正 次 , 詠
崎 兼 義 , 笹 野 伸 昭 , 入
江 一 彦 :
黒 川 利 雄 , 斉 藤 達 雄
斉 藤 達 雄 , 村 木 忠 雄
剖 検 例 を め ぐ っ て
一 臨 床 病 理 詠 滋 会 記 録 一
果 川 利 雄 , 斉 藤 達 雄 ,
後 藤 由 夫 ' : '
胃 癌 の 早 期 診 断
塘 尿 病 の 薬 物 療 法
最 新 医 学
糖 尿 病 と T C A
斉 藤 達 雄 , 村 川 裕 , 加
藤 襄 二 , 八 木 力 , 佐 々
木 義 徳 :
最 新 医 学
重 複 唖 膓 一 食 道 肉 腫 と 胃
癌 と を 併 存 し た 稀 有 な る
1 仞 Ⅱ こ つ い て ー
1 1 ( 6 )
黒 川 利 雄 , 斉 藤 達 雄
最 新 医 学
1 4 3 7 ~
1 4 5 2
齊 藤 達 雄
食 餌 療 法 と ズ ル フ
ル 尿 素 剤
1 1 ( フ )
綜 合 臨 床
斉 藤 達 雄 , 村 川 裕
1 9 5 6
1 6 8 3 ~
1 6 9 6
1 1 ( 9 )
臨 } 休 消 化 器 病 学  5 ( 1 )
3 1 ~ 3 9
制 癌 剤
斉 藤 達 雄
2 0 9 7 ~
2 Ⅱ 0
5 a D
1 9 5 6
質 疑 応 響 集 内 科 篇
誘 D  血 糖 調 節
斉 藤 達 雄
診 療
2 0 6 9 ~
2 0 7 フ
1 9 5 6
糖 質 代 謝 様 相 か ら 見 た 糖
尿 病 療 法
斉 藤 逹 雄 :
診 断 占 治 療
1 9 5 6
糖 尿 病 の 経 口 的 薬 物 療 法 臨 林 内 科 小 児 科  1 2 ( 6 )
5 5 3 ~ 5 6 1
( 代 日 本 医 事 新 報
斉 藤 達 雄 , 村 川 裕 , 村
木 忠 雄 , 伊 藤 伊 三 雄 ,
中 山 豊 , 加 藤 襄 二 , ハ
木 力 , 佐 々 木 義 徳 :
扣 ( 2 )
1 9 5 7
腹 膜 炎
1 2 6 ~ 1 3 6
綜 合 臨 躰
4 5 (  4  )
1 5 5 ~ 1 6 5
ヒ ル ツ ユ ス プ ノ レ ソ グ 病
1 9 5 7
4 月 3 0
日 フ デ
糖 尿 病 家 系 に お け る 糖 代
謝 機 能 の 調 査 に つ い て
3 5 6 ~ 3 5 8
6 ( 4 )
8 9 4 ~ 9 0 8
臨 床 病 態 生 理 学
大 系
1 9 7
1 9 5 7
臨 床 病 態 生 理 学
大 糸
1 9 5 7
7
日 本 臨 床
3 2 8 ~ 3 3 2
7
1 9 5 7
3 1 1 ~ 3 1 6
1 5 a の
1 9 5 7
1 8 5 4 ~
1 8 5 8
1 9 5 7
1 9 5 7
プ 昂 一
? ? ?
? ? ?
?
? 、
? 、 ?
?
? ?
? ? ?
?
?
黒川利雄,斉藤達雄,
八木力
1県川利挑,斉藤達雄,
村川裕,村木忠劇^,伊
藤伊三雄,中川豊,カ
藤襄二,八木力,佐々
木義徳,於本弘
斉藤逹雄,村川裕,中
山豊,加藤襄二,八木
カ,佐々木義徳
黒川利雄,斉藤達雄
260~267
剖換例をめぐって
-1顎床病理剥議会記録一
Ⅱ糖降下性スルフォソア
ミド誘導体特にBZ弱,
D860, 1BTDの治験
成経Nこついて
黒川利雄,斉藤達雄:
斉藤達雄,米村広,村
木恕lft,熊谷玉於,渋
谷三郎,田島英一:
黒川利雄,斉藤達雄:
レソテ・イソシュリソ使新薬と臨床
用経験例に就いて
最新医学
1959
糖尿病の食餌イソシュリ
ソ治療
癌の対症的療法の限界
-C鴫hing 氏症候群を
示した副腎皮質腺唖の1
例を中心としてー
糖尿病について
日本醐床
斉藤達雄,辻米夫,長
谷川昭衛,平井逹郎,
八木力:
斉藤達雄,村木恕1住,
植村順,佐々木愽司:
12(1の
16( D
2'121~
2・128
138~N8
内科
5
1957
斉藤達雄
本邦における腹膜仮性粘
液腫
フ(3)
鞠,林と研究
股新医学
斉藤達雄
1958
181~186
諸種薬物投与による糖尿
病体の尿中17KS及びそ
の分割の変動
糖尿病性血管障害
1(4)637~613
臨抹の日本
35( 4 )
13( 5 )
斉藤達雄
黒川利雄,斉藤達雄,
添田実,成沢正義,佐
藤正次,西条力男,
田千代二:
斉藤達雄:
1958
癌の臨床
406~413
糖尿病の治療
1.糖尿病食飾療法にお
ける含炭豊富・脂肪制限
食の両・検討と蛋白質の意
義
糖尿病食飾療法の再検討
1958
1308~
1324
日本内分泌学会
雑誌
4(6)297~310
1958
4(4)257~269
1958
実験治療
後腹膜充気術(Re廿叩一
neumoperitoneum)の
診断的意義
34( 5 )446~456
日木内科学会雑 47(8)64~887
1958
畳1,
TI゛【ニ、
制癌剤の臨床的効果の判
定一内科方面
1958
319号
週刊「医学通
信」
日本際眛
1958
6~ 81958
571号
第15回日木医学
会総会学術集会
記録
1958
17( D37~43
1~ 41958
Ⅲ
1959
6斉 藤 達 雄 , 佐 ん 木 義 徳
星 昭 行
斉 藤 達 雄 , 涌 井 昭 , 大
根 田 昭
黒 川 利 雄 , 斉 藤 達 雄 :
斉 藤 逹 雄 :
4 2 (  4  )
7 1 8 ~ 7 5 6
1 9 6 0
糖 尿 病 の 治 療
一 最 近 の 傾 向 に つ い て ー
糖 尿 病 帷 昏 睡 と 低 血 糖 性
昏 睡
斉 藤 達 雄 , 辻 米 夫 , 中
加 藤 襄 二 , 平 井
山 豊 ,
八 木 力 , 桑 野 昭逹 郎 ,
彦 , 布 川 三 領 , 内 山
樹 :
煕 川 利 雄 , 斉 藤 達 雄 ,
伊 藤 正 敏 , 雲 出 正 , 長
谷 川 昭 衛 , 布 川 領 三 ,
波 辺 晃 :
黒 川 利 雄 , 斉 藤 達 雄 ,
藤 田 純 治 , 小 野 寺 秀 久
石 岡 国 春 , 貴 田 岡 弘
祥 :
斉 藤 逹 雄 , 八 木 力 , 佐
々 木 博 司 , 大 束 寿 夫 ,
星 昭 行 , 植 村 順 :
梼 尿 病 治 療 の 方 針 と コ ツ
ホ ル モ ソ 療 法 の 実 際
一 粧 尿 病 の ホ ル モ ソ 療 法
ホ ル モ ソ と 臨 床  7 ( 6 )
5 3 9 ~ 5 5 5
糖 尿 応 恕 、 者 の 咏 管 障 碍 に
関 ・ 手 る 統 計 的 観 察
日 木 臨 } 休
W a Ⅱ e n b e r g  氏 症 候 群 に
つ い て
診 断 と 治 療
医 学 シ ソ ポ ジ ウ
1 7 (  6  )
ム
斉 藤 達 雄 , 涌 井 昭 , 大
根 田 昭 :
黒 川 利 雄 , 斉 藤 達 雄 ,
藤 田 純 治 , 小 野 寺 秀 久
石 岡 国 春 , 貴 田 岡 引 、
祥 :
斉 藤 達 雄 :
斉 藤 達 雄
胃 癌 の 細 胞 学 的 診 断 の 意
羨 に つ い て
日 本 内 分 泌 学 会
雑 誌
9 7 5 ~ 9 9 0
1 2 ( フ )
8 5 9 ~ 8 6 5
1 9 9
第 2 4 輯
8 3 ~ 1 0 1
血 管 障 害 を 合 併 せ る 糖 尿
病 患 者 の 尿 中 1 7 - K S 分
割 及 ぴ 尿 中 1 7 ー ー 0 H C  S
排 池 吊 に つ い
代 謝 価 か ら 見 た 糖 尿 病 の
食 飢 療 法
胃 癌 の 細 胞 学 的 診 断 と レ
線 学 的 診 断 と の 比 校
1 9 5 9
日 本 臨 躰
3 5 (  5  )
5 0 2 ~ 5 1 4
1 9 9
癌 の 賄 床
1 9 5 9
1 7 (  9  )
黒 川 利 雄 , 山 形 敞 一 ,
宇 塚 哲 辻 那 ,
斉 藤 逹 雄 ,
宮 森 昭 郎 ,
村 田 栄 治 ,
今 谷 英 男 , 伊 藤 正 敏 ,
大 平 貞 雄 , 大 屋 昭 次 ,
川 上 淳 , 桑 野 昭 彦 , 内
山 樹
ホ ル モ ソ と 臨 躰  7 a の
8 8 0 ~ 8 8 4
1 9 5 9
1 6 1 8 ~
1 6 2 5
5 a の
5 8 5 ~ 5 9 8
糖 尿 病 と 1 仟 臓
ス ノ レ フ ァ ニ ー ノ レ 尿 素 剤 長
期 療 法 に つ い て
マ イ ト ヤ イ ツ ソ の 臨 床
綜 合 臨 床
1 9 5 9
1 9 0
癌 の 臨 床
1 9 5 9
8 a D
塘 尿 病 と 肝 臓
綜 合 臨 躰
1 9 5 9
5  ( 1 D
6 4 3 ~ 6 5 7
2 2 5 6 ~
2 2 6 6
治 療
1 9 5 9
9 < 3 )
4 5 3 ~ 4 5 7  1 9 6 0
1 9 5 9
5 0 ~ 5 3
?
? ?
?
黒川利雄,山形敞一,
斉藤逹雄, 四条力男,
村田栄治, 長谷川正夫
高仲幹雄,大平貞雄,
桑野昭彦,雲出正,伊
藤正敏,佐々木義徳,
平井二郎,亘理健一,
N浜戸涼一,若狭治毅,
橘芳郎
斉藤達雄,今谷'芙男,
大平貞雄,大屋昭次,
桑野昭彦,佐々木義徳
内山樹,植村順,大束
寿夫,佐々木博司,際
野一・雄,星昭行,杉内
巌,涌井昭,大根田昭
大内栄悦,鈴木健二,
館内一郎
黒川刑悩t,山形f1孜一,
斉藤達雄,石川誠,鈴
木仁一,杉「大ル段,佐々
木博司,佐々木久之,
中里道彦,三田正記,
正宗研,(病理)赤崎
兼義,笹野伸昭,綿貫
勤,若狭治毅
斉藤達雄:
斉藤達雄
斉藤達雄,大平貞雄
クロモマイシソとプレド
ソロソによる癌の併用
療法に関する実験的研究
1961
実験的糖尿病と感染症に
開する実験的研究
ーーアロキ'ナソ家兎に及ぼ
tプドゥ状球菌による感
染の影瓣一
癌の廊'床 6 a)220~231
音畔灸例をめぐって
一脳出血一(故正宗一教
授の臨床経過と剖検記
録),
ホルモソと臨床 8(6)
9(6)
7
1960
1962
斉藤達雄,涌井昭
糖尿病の病理と他臓器
糖尿病概説
利胆剤の選択とその使用
怯
糖尿病治療の実例と理論
最新医学
山形敞・ー,斉藤逹雄,
増田久之,金田昭治,
、188~494
槙哲夫,問島進,阿部
哲,赤崎兼好,綿貫勤
須田雍夫,菅原名吾・:
山形敞一,斉藤逹雄,
三浦清美,石川誠,^
岡国春,五味朝男,
村和男,佐藤俊一, 可
部礼三,諏訪紀夫,
貫勤,高橋徹,大野忠
柴崎信悟,高橋是彦
斉藤達雄:
1960
15(1D
胖疾患
現代内科学大系
治療
剖検例をめぐって
一残胃断端癌一
2961~
2968
1960
1182~
H83
剖検例をめぐって
一胆交癌兼癌性腰膜炎
(マイトマイシソ腹腔内
投与仞D
内科
如
405~430
1962
43( 3 )
最新医学
5~84
第5回日本糖尿病学会感
想記
1960
485~495
8(3)496~502
1960
最新医学
16aD
1961
3008~
3020
1961
行(4)951~964
内科
8山 形 敞 一 , 斉 藤 達 雄 ,
森 和 夫 , 金 沢 三 郎 ,
H
山 晃 , 笹 井 陽 一 郎 ,
田 昭 , 古 山 隆 , 諏 訪 嗣
夫 , 並 木 恒 夫 , 古 山 美
智 子 , 佐 藤 栄 一 :
斉 藤 達 雄 :
剖 橋 例 を め ぐ ウ て
ー エ リ テ ー マ ト ー デ ス
斉 藤 達 雄
斉 藤 達 雄
癌 の 化 学 療 法 の 臨 床
斉 藤 達 雄
斉 藤 達 雄 , 涌 井 和 夫 ,
幕 田 慶 司 , 遠 藤 英 一
斉 藤 達 雄 , 涌 井 昭 , 丸
浜 喜 鳧
斉 藤 達 雄 , 内 山 樹 :
糖 尿 病 と 消 化 器
最 新 医 学
消 化 器 病 一 医 療 統 計 の 首
位 を ゆ く も の
癌 化 学 療 法 の 臨 床
肝 機 能 検 査 法 と そ の 臨 床
的 意 義 に つ い て
糖 尿 病 最 近 の 動 き
1 9 6 5
日 本 短 波 放 送
「 癌 の 臨 床 」
1 7 ( 8 )
1 9 6 5
斉 藤 達 雄 , 宇 塚 善 郎 ,
大 平 貞 雄 :
斉 藤 逹 雄
さ か え
2 0 2 7 ~
2 0 3 6
保 健 婦 雑 誌
1 ~ 8
1 9 6 2
糖 尿 病 と 遺 伝
斉 藤 達 雄 :
宅 一
癌 の 臨 床
日 本 衛 生 検 査 技
師 会 雜 誌
内 科
2 ( 5 )
最 近 の 制 癌 剤 と そ の 検 討 治 療
斉 藤 達 雄 , 大 平 貞 雄
北 島 秀 次 , 斉 藤 達 雄
1 8 a 2 )
3 6 ~ 4 0
フ ~ 1 1
1 9 6 2
騨 臓 内 分 泌 機 能 検 査
ー そ の あ ら ま し と 選 ぴ
方 一
悪 性 り ソ パ 腫 七 そ の 周 辺
第 8 回 癌 シ ソ ポ ジ ウ ム 記
録
抗 癌 剤
8 ( 3 )
1 2 (  2  )
1 9 6 2
内 科
斉 藤 達 雄
斉 藤 達 雄
斉 藤 達 雄
1 1 1 ~ 1 2 1
1 9 6 2
1 1 (  D
6 9 ~ 7 8
4 1 ~ 5 6
1 9 6 2
ノ ミ ネ ノ レ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン
一 交 通 従 事 員 の 胃 腸 疾
対 症 検 在
1 ( 3 )
4 9 0 ~ 4 9 6
1 9 6 3
4 5 (  6  )
最 新 医 学
縢 臓 癌 と 糖 尿 病
今 年 の 癌 学 会 の 印 象
一 昭 床 面 一
内 科 的 疾 , 患 の 診 療 の
ツ , 糖 尿 病 診 療 の コ ツ
1 9 6 3
1 0 2 1 ~
1 0 3 4
診 断 と 治 療
日 木 交 通 災 害 医
学 会 雑 誌
1 9 3
4 9 2 ~ 4 9 8
1 9 ( フ )
1 8 7 6
1 9 6 3
5 2 (  D
1 8 ( 2 )
癌 の 臨 床
日 本 医 事 新 報
日 本 内 科 学 会 雑
生
1 9 6 3
3 5 ~  6
1 9 6 3
t コ
8 9 ) 1 2 3
第 1 8 集
第 2 1 7 3
号
5 5 (  2  )
1 9 6 4
1 9 6 4
9 4 ~ 1 9 1
1 6 ~ 1 9
1 9 6 4
H 2
斉藤逹雄,大平貞雄
斉藤達雄
斉藤達雄
吉田肉肺ダイコクネズミ
に霜ける転移浸溜の病態
生理学的研究
ーコリソニステラーゼ活
性値の変動を中心にし
てー
癌化学療法と病態生理学
的知見
病態生理学的知見よりみ
た癌の化学療法
制癌剤の最近の傾向
N.N/-diethylene-N"ー
(5methyl-1.3.4-thia-
diaz01-2-yD -phosph-
0典mide (S-26D の悪
性腫揚に対する使用経験
斉藤達雄
斉藤達雄,大平貞雄,
涌井昭,横IU正和,波
辺紀予子,泊汁喬弘,桧
森巽,朝村光雄,金児
猛夫,小林泰,野1崎久
男,金丸龍之介,支川
順一,菅原一布,前田
掌子,遠藤茅夫,斉藤千春;稲葉茂穂:
斉藤達雄,大平貞雄
医学のあゆみ
癌の臨床
日本癌治療学会
56( 4 )230~233
斉藤達雄:
斉藤達雄,大平貞雄,
涌拜昭,粘山正和,桧
森巽,崟児猛夫,尓林
泰,熱羽武,近襍敏:
斉藤逹雄
、D
薬局
癌の臨床
9
1966
12(リ
1(1)
担癌動物の転移浸潤と病
態生理学的検討
225~232
抗癌剤の担癌生休へ及ぼ
す影瓣
著名な食道狭窄を伴った
癌化学療法施行肺癌例
斉藤達堆,大平貞雄:
斉藤達雄
17( 5 )
12aの
6 ~11
1966
591~598
1966
日本臨然
抗癌剤
斉藤達雄
斉藤逹雄
619~627 1966
1966
癌の臨床
腫癌
癌の化学療法(内科的)
ーく特集・診及び治療上
の進歩>ー
末期胃癌患者の重症低血
糖,(質疑応答)
癌化学療法の問題点
抗研羊
商橋弘,桧森巽,、朝村
光雄,黒羽武,永井一
徳,平沢善久:
24 (秋
季特別
号)
83~87
現代内科学大系
18(4)431~440
86~94
内科
日本医事新報
1966
細網肉唖における消化管
の腫癌穿孔について
年刊追
補
19( D
第2232
1966
日本医事新報
1966
268~312
Inedicina
64~71
号
1966
内科
9~34
第2238
号
4(9)
19釘
165
1967
20( 5 )
1292~
1293
962~969
1967
1967
1967
1 0
斉 藤 達 雄 , 金 児 猛 夫
斉 藤 達 雄 , 大 平 貞 雄 ,
涌 井 昭 , 横 1 」 J J E 和 , 高
橋 弘 , 桧 森 巽 , 金 児 猛
夫 , 小 林 泰 , 金 丸 竜 之
介 , 前 田 掌 子
斉 藤 達 雄 , 大 平 貞 雄 ,
1 高
涌 井 昭 , 横 山 正 和 ,
橋 弘 , 桧 森 巽 , 朝 村 光
雄 , 釡 児 猛 夫 , 小 林 泰
菅 原 一 布 , 橋 木 勝 子
斉 藤 達 雄 , 大 平 貞 雄 ,
拓
涌 井 昭 , 横 山 正 和 , i
橋 弘 , 桧 森 巽 , 朝 村 光
雄 , 金 児 猛 夫 、 小 林 泰
菅 原 一 布 , 橋 本 勝 子
斉 藤 達 雄 , 大 平 貞 雄 ,
涌 井 昭 , 横 Ⅱ _ 1 正 和 , 高
橋 弘 , 桧 森 巽 , 朝 村 光
雄 , 金 児 猛 夫 , 小 林 泰
橋 本 勝 子
斉 藤 逹 雄
E h r l i c h  腹 水 癌 細 胞 の 呼
吸 な ら び に 解 糖 に お よ ぽ
す ヤ イ ト マ イ シ ン C
プ レ ド ニ ゾ ロ ソ 同 酬 H 乍 用
の , 4 縛
マ イ ト マ イ シ ソ C 投 与 法
に 関 す る  2 , 3  の 実 験 的
匁 1 見
癌 の 臨 床
1 9 6 8
東 北 医 誌
三 の 制 癌 剤 投 芋 下 担
^ ,
癌 生 体 の 病 態 生 理 学 的 変
動
5 0 (  2  )
6 2 5 ~ 6 3 4
1 9 6 8
1 4 (  D
7 1 ~ 7 3
原 北 区 誌
1 4 (  6  )
5 1 5 ~ 5 2 2
プ レ ド ニ ゾ ロ ソ の 担 癌 動
物 に 及 ぼ す 影 瓣 に つ い て
の 病 態 生 理 学 的 研 究
7 5
1 9 6 8
1 9 6 8
2 1 2 ~ 2 2 2
抗 研 誌
制 癌 剤 投 亨 下 吉 田 肉 腫 ラ
ツ ト に 船 け る 末 梢 血 中 有
核 細 胞 の 推 移
乃
斉 藤 逹 雄
1 9 6 7
1 9 8 ~ 2 1 1
抗 研 誌
斉 藤 匙 性 , 大 平 貞 雄 :
斉 藤 達 雄
1 9 ( 2 )
癌 化 学 療 法 の 病 態 生 理 学
的 検 討 と 孫 湖 ミ 成 敍 の 反 名
第 1 7 回 日 本 医 学 会 総 会 学
術 講 演 集
癌 と ウ ィ ル ス ( 白 血 病 以
外 )
抗 癌 剤
1 9 6 7
1 5 5 ~ 1 7 3
抗 研 誌
1 9 (  2  )
2 6 0 ~ 2 8 7
斉 藤 達 雄
斉 藤 達 雄
1 9 6 7
ー ー 1 9 6 7 年 の 日 本
医 学 一
癌 の 化 学 療 法 ( 内 科 的 )
ー く 特 集 ・ 最 近 に お け る
伯 ( 3 )
2 8 9 ~ 3 0 1
診 断 及 び 治 療 上 の 進
; 1 1 ヌ ) > 、 ^
抗 癌 剤 の 使 い 方
癌 治 療 の 現 在 と 将 来
一 癌 の 化 学 療 法 一
癌 と 虫 垂 炎 一 化 学 療 法 奏
効 再 発 性 腎 癌 の 偶 発 性 虫
垂 炎 死 亡 例 を め ぐ っ て
斉 藤 淫 雄 , 野 崎 久 男 ,
金 丸 竜 之 介 , 磯 里 予 時 一
黒 羽 武 , 近 藤 敏
1 9 6 7
現 代 内 科 学 大 系
診 断 と 治 療
Π 本 医 事 新 祁
1 9 6 7
1 0 7 フ ~
1 0 7 9
1 9 6 8
年 刊 追
補
1 9 6 7
2 0 0 ~ 2 2 0
5 6 (  D
第 2 2 8 4
号
治 療
癌 の 臨 床
,
1 9 6 7
3 3 ~ 4 2
2 8 ~ 3 '
斉藤達雄
斉藤逹雄
斉藤達雄
諸種抗癌剤の適応および各柘使甫法と得矣
多剤併用療法について
抗癌剤の併用療法
"大ι・,゛',トflp,下'斉藤逹雄,涌井昭,局
橋弘,朝村光雄,尓林
泰,和部光正,薪田澄
郎:三橋啓司;黒羽武
近藤敏:
斉藤達雄,桧森畏,菅
原一布,崟丸龍之:氏
家重紀
斉藤達雄,大平貞雄,
姜健栄
硬癌性胃壁炎(Lini"S-
Plastica)と初期乳癌の
重畿癌例
内科
斉藤逹雄
薬物療法
1969
癌化学療法における造血
系への高Ⅲ乍用について
担癌重加勿におけるフルカ
りおよび酸フォスフブタ
ーゼについて
癌の化学療法(内科的)
ーく特集・最近における
診断及び治療上の進
歩>ー
癌化学療法の病態生理,
Σくに脂質代謝にっい、
フブノレ「才ツフ
22( 3 )604~615
斉藤達雄
斉藤達雄
抗研誌
1(4)
Ⅱ
1968
4(フ)515~520
12
斉藤逹雄
斉藤逹雄,桧森巽,
原一・布,すj川順一,
家重紀,菅原伸夫,
羽武,近藤敏
斉藤逹雄
抗研誌
20(2) H5~1581968
1968
抗研誌
1968
20(3)診2~349 19朋
Π木医事新帳
新しい抗癌剤の展望
斉藤逹雄,大平貞雄,
前沢祥,寿日井貴王,_
林義人,仲田祐,三橋
啓司,黒羽武
斉藤逹雄,涌井昭,
川順一,工藤俊雄,
田掌子,菊池九二三,
市川恒次
79
20(4) 427~4381968
薯明な由血球増多四8,
600/C.mm)をみ九肺
癌の一例
病態生理の面からみ九癌日木癌治療学会
の多剤併用療法」'誌'
癌の臨床
日本癌治療学会
1969
第2340
号
誌
21~31
1969
15(4) 4四~410 1969
治療
診断と治療
廻盲部癌切除3年後に船
ける胃癌症例について
178~188
4(D84~86
1969
Ehdich 腹水癌細胞内脂
質の変動
51(5)
57( 5 )
937~945
1969
癌の臨床
138~144
4 (特
別号)
15(フ)
1969
東北医誌
1969
65~69
667~672
、??
??
?????????
???
??
1 2
斉 藤 達 雄 , 涌 井 昭 , 朝
村 光 雄 , 加 藤 昭 彦
斉 藤 達 雄
斉 藤 達 雄 , 涌 井 昭 , 金
九 危 之 介 , 菅 原 一 布 ,
姜 健 栄 , 青 木 久 , 工 藤
俊 雄 , 黒 羽 武 , 近 挫
敏
斉 藤 達 雄
斉 藤 達 雄 , 大 平 貞 雄 ,
涌 井 昭 , 横 Ⅱ _ 1 正 和 , "
橋 弘 , 柏 森 巽 , 朝 村 光
雄 , 小 林 泰 , 野 崎 久 男
金 丸 竜 之 介 , 吉 川 順
A u t o r a d i o g r a p h y  に よ
る 制 癌 剤 適 応 に つ い て の
基 礎 的 研 究
フ ル ギ ニ ソ と 癌 化 学 療 法
( 質 擬 応 答 )
手 術 後 に お け る 癌 化 学 療
法 中 に 低 血 糖 状 を 起 こ し
症 た 胃 癌 患 老 の 1 例
1 2 8
最 新 医 学
菅 原 一 布 , 青 木 久 , 姜
健 栄 , 工 藤 俊 雄 , 前 沢
祥 , 氏 家 重 紀 , 寿 日 井
貴 子 , 林 義 人 , 加 藤 昭
彦 , 菊 池 九 二 三 , 菅 原
伸 夫 , 市 川 恒 次 ;
斉 藤 逹 雄 , 大 平 貞 雄 ,
前 沢 祥
抗 癌 剤 長 期 投 与
制 癌 剤 の 多 剤 併 用 療 法 に
関 す る 廊 . 床 的 研 究
日 木 医 事 新 報
2 4 (  8  )
内 科
1 9 7 0
1 7 8 2 ~
1 7 8 4
斉 藤 達 雄
斉 藤 達 雄
斉 藤 逹 雄
第 2 3 6 8
1 3 0
号
癌 の 臨 床
日 本 癌 治 療 学 会
末
2 4 (  3  )
5 3 8 ~ 5 4 4
1 9 6 9
担 癌 ラ ッ ト の 血 清 及 び 肝
T r a n s a m i n a s e  l s o z y m e
P a t t e r n  に つ い て
1 9 6 9
斉 藤 達 雄
3 6 集
4 ( 4 )
癌 の 化 学 療 法
癌 睡 松 上 ぴ 肉 肺
抗 癌 剤 の 大 量 ワ ソ ツ 。 ツ
ト テ ラ ピ ー ( 質 疑 応 答 )
癌 の 化 学 療 法 ( 内 科 的 )
ー く 特 集 ; 最 近 に お け る
診 断 及 び 治 療 上 の 進
歩 > ー
化 学 療 法 に 発 け る 師 癖
一 宿 主 関 係 か ら み た 御 族 与
効 果 の 増 強
抗 癌 剤
1 9 6 9
1 1 ~ 1 9
斉 藤 逹 雄
2 3 ~ 4 0
抗 研 誌
斉 藤 達 雄
1 9 6 9
1 9 6 9
医 = 三 サ ロ ソ
薬 物 療 法 の 実 際
日 木 医 事 新 報
斉 藤 達 雄
2 1  ( 3 ,
D
1 2 0 ~ 1 3 1
第 3 集
日 本 医 事 新 キ R
抗 癌 剤 の 徹 腔 内 注 入 療 法
( 質 疑 応 答 )
1 9 6 9
6  ~ 1 2
第 2 3 9 8
号
4 g 8 ~ 4 9 2
最 新 医 学
1 9 6 9
第 2 3 9 3
1 3 4
号
日 本 臨 林
1 9 7 0
1 0 ~ 1 7
1 9 7 0
2 5 (  5  )
日 本 医 事 新 報
1 9 7 0
1 0 8 0 ~
1 0 8 8
2 8  ( 春
季 増 刊
号 )
第 2 4 1 8
号
6 5 6 ~ 6 5 9  1 9 7 0
1 9 7 0
斉藤達雄
斉藤達雄,朝村光雄,
加藤昭彦,渡辺紀予
子
斉藤達雄,涌井昭,高
橋弘,小林泰,野崎久
男,笹野,伸昭:
Ig71
癌の薬物療法の現況
一制癌剤を対象に
担癌生体に対する制癌剤
の適応についての基礎的
研究
副腎を中心とする内分泌
腺の組織所見からみた吉
田肉唖ラットに対する制
癌剤投与のプレドニゾ戸
ソ併用劾果
即道閉塞状態にみられる
高分子量 Alkaline pho-
Sphatase の免疫学的分
析
皮眉由血病1肉験例並び
に本邦剖検由血リ丙におけ
る統ヨ十的観察
胃癌術後の抗癌剤使用
(質疑応答)
斉藤達雄,大平貞雄,
姜健栄,永井彰:
斉藤達雄,桧森巽,
原一布,氏家重紀,
原伸夫
斉藤達雄
nledicina
最新医学
斉藤達雄
7aの
抗研誌
姜健栄,大平貞雄,斉
藤達雄
25( 9 )
1422~
1427
斉藤達雄,大平貞雄,
姜健栄:"
13
1970
抗研誌
2002~
2005
22( 2 )
癌一病態生理と薬の使い
方
各種疾患の血清アルカリ
フ才スフブターゼアイソ
ザイム
制癌剤投与下担癌動物に
おけるアルカリおよび酸
フ庁スフブターゼの変動
について
姜健栄,大平貞雄,斉
藤達雄
137~151
醜床血液
1970
22 (3,
0
日本医事新報
Ig70
斉藤達雄,桧森巽,
221~227
11(の712~721
全身性疾'患
肝疾患における血清フル
カリフォスフブターゼの
クロマトグラフィー分画
像
縦隔洞肺廂を初徴として
興味ある経過を示し
L-Asparaginase カミ有剣J
であ。た急、性白mリ丙の2
例
担癌生体の酵素の変動
19 0
斉藤達雄
第2431
号
抗研誌
斉藤達雄,涌井昭,横
山正和,林義人
28
Ig70
抗研誌
22( D63~71
86~115
1970
抗研誌
1971
22(D 32~41
1970
用山堂
悪性唖癌における Sero-
mocoid の腺床的観察
診断と治療
1970
22( 1 )72~80
Ig70
the enzyme
bUⅡetin
癌の臨床
59( 4 )
1970
165~176
6(1)33~44
Ig71
17( 3 )189~195
??
???
???
???
????
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斉 藤 逹 雄 ,
加 藤 昭 彦 .
子 ;
朝 村 光 雄 ,
波 辺 紀 予
斉 藤 逹 雄 , 大 平 貞 雄 ,
涌 井 昭 , 横 山 正 和 , 桧
森 巽
第 2 4 8 0
1 3 4
M i t o m y c i n  C  の 処 理 濃
度 〒 こ つ い て
一 細 胞 致 死 効 果 か ら の 毛
察 一
新 制 癌 剤 の 投 与 法 に 関 す
る 考 察 一 P 1 鳳 託 1 お よ び
P h a s e  l s t u d y  か ら み ナ こ
y 刷 癌 剤 の 使 用 成 繊 一
癌 化 学 療 法 の 進 歩 , 総 論
宿 主 に 及 ぼ t 影 粋
ー と く に 昆 Ⅲ 乍 用 一
成 人 の 肥 厚 性 幽 門 狭 兇 症
と 甲 状 腺 癌 の 合 併
斉 藤 達 雄
斉 藤 逹 雄 , 朝 村 光 雄 ,
小 林 泰 , 工 藤 俊 雄 , 女
健 栄 , 前 沢 祥 , 菅 原 貴
子 , 民 家 重 紀 ; 秣 裏 人
近 徐 敏 , 杉 山 徐 二 郎 :
姜 健 栄 , 佐 藤 春 彦 , 大
平 貞 雄 , 斉 藤 達 雄 :
最 新 医 学
斉 藤 達 雄 他
癌 の 臨 床
2 6 (  5  )
9 9 3 ~ 9 9 6
斉 藤 達 雄 :
姜 健 榮 , 大 平 貞 雄 , 斉
藤 達 雄 :
α 一 F e t o p r o t e l n ,  A u s t r 】
a 1 ね 抗 原 お よ び 各 種 免
疫 蛋 白 の 測 定
癌 の 化 学 療 法 の 現 況 と 将
来
綜 合 臨 躰
1 7 (  8  )
5 8 9 ~ 5 9 8
抗 研 誌
斉 藤 逹 雄 , 高 橋 弘
1 9 7 1
新 し い 制 癌 剤
転 移 性 肝 癌 患 老 血 浩 に 船
け る 高 密 産 り ポ 蛋 白 と
A l k a l i n e  p h o s p h a ね S e
と の 関 係
胃 癌 術 後 の 抗 癌 剤 の 使 い
2 0 ( フ )
斉 藤 達 雄 , 大 平 貞 雄 ,
前 沢 祥
容 藤 逹 雄 , 大 平 貞 雄 ,
涌 井 昭 , 横 山 正 和 , 高
橋 弘 , 桧 森 巽 , 工 肱 伊
雄 , 前 沢 祥 , 氏 家 重 紀
菅 原 伸 夫
斉 藤 達 雄 , 大 平 貞 雄 論
涌 拜 昭 , 袖 山 正 和 , 高
橋 弘 , 桧 森 畏 , 工 註 俊
雄 , 前 沢 祥 , ' 寺 原 伸
夫
斉 藤 達 雄 :
抗 研 誌
I g 7 1
1 3 8 6 ~
1 3 9 5
2 3 (  D
1 9 7 1
癌 の 臨 床
1 8 ~ 2 5
I g 7 1
2 3 ( 2 )  1 2 1 ~ 1 2 8
I g 7 1
内 科
転 移 性 肝 癌 の 各 種 血 浩 酵
素 パ タ ー ソ 1 こ つ い て
新 抗 癌 剤  C 討 b 詑 Ⅱ q u i n -
O n e  の 除 床 使 用 経 験
I g 7 1
号
日 太 消 化 器 病 学 朋 ( 8 )
ユ 式 ネ 1  ル じ 、
1 6 (  9  )
6 5 1 ~ 6 6 2
2 8 (  4  )
6 6 5 ~ 6 7 1
臨 林 と 研 究
癌 化 学 療 法 に 胎 け る 糖 質 臨 床 薬 理
コ ル チ = イ ド 併 用 の 点 義 '
日 本 癌 治 療 学 会
誌
癌 の 臨 床
I g 7 1
8 2 9 ~ 8 3 3
4 8 (  9  )
抗 癌 剤 と 他 剤 と の 併 用
( 質 疑 応 答 )
I g 7 1
1 9 7 1
6 ( 2 )
2 5 3 ~ 2 6 6  1 9 7 1
2 3 1 6 ~
2 3 2 3
1 7 a l )
8 0 6 ~ 8 1 8
I g 7 1
日 本 医 事 新 報
2 ( 4 )
3 6 8 ~ 3 7 0  1 9 7 1
1 9 7 1
斉藤達雄
桧森巽,氏家重紀,菅
原伸夫,池野重興,斉
藤達雄
斉藤逹雄
抗癌剤
斉藤達雄,朝村光雄,
加藤昭彦,佐藤春彦,
渡辺紀手¥:ノ'
一部にプレドニゾロソを
含む抗癌剤併用投与下吉
田肉腫呑市ラッ Nこ船け
る血液形態学的変動
抗癌剤
斉藤達雄:
斉藤達雄,高橋弘
斉藤達雄,横山正和
診断と治療
腹水肝癌の増殖動態と制
癌剤感受性について
抗研誌
斉藤達雄,岡捨己
多剤併用療法について
60( D48~57
綜合臨躰
診断と治療
抗がん性抗生物質の臨床薬局
応用
第19回日本化学療法学会
"i日オヌ支部系念会力、ら medical Cω'ner
癌化学療法における線溶抗研誌
酵素剤(utoklnase)併
用の実験的研究
悪性腫傷
斉藤達雄,涌井昭,横
山正和,小林泰,吉川
24( D16~25
順一,菅厘一布,入野
田侑宏,高橋健一,石
垣春夫:
最新医学
15
1972
大平貞雄,前沢祥,伊
藤建宇,斉藤達雄
21(フ)
医事日般
1972
27(フ)
1960~
1964
桧森巽,氏家重紀,
原伸夫,池野重興,
藤達雄,三浦亮
1432~
1436
1972
266
転移性肝癌および各種肝
疾患、に船ける血清 7ー
Glutamy1 れ'anspeptid-
鉛e 活性値
骨倣腫細胞の異型性が高
度であった lgD 骨髄腫
の一例
斉藤達雄
印(8)344~349
1972
1973
斉藤達雄
23( 9 )
1972
斉藤達雄,横山正和
1129~
1142
Ig72
第31回日木癌学会
(臨床)の印象
癌の自然治癒等について
(質疑応答)
癌の賄床
24( 3 )189~194
55~64
1972
臨床血液
Ig72
18aD786~792
抗癌剤
Ig72
日本医事新机
13( 6 )
日木医事新報
1972
996~
1005
第2544
号
Geriat. Med.
1972
第2553
号
6~48
116
11(4)
1973
466~472
1973
???
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斉 藤 逹 雄 , 高 橋 弘
斉 藤 逹 雄 , 涌 井 昭
胃 癌 の 肺 弧 プ 移
固 形 癌 の 多 剤 併 用 療 法
ー ス テ ロ イ ド 併 用 を 中 心
V -
癌 の 治 癒 と 再 発
一 化 学 療 法 の 立 場 か ら ー
癌 化 学 療 法 に お け る 効 果
増 強 へ の ア プ 戸 ー チ
ー は じ め に ー
斉 藤 逹 雄 , 朗 村 光 雄 , 細 胞 分 率 と 癌 の 化 学 療 法
斉 藤 達 雄 , 横 山 正 和
斉 藤 達 雄 :
制 癌 剤 と プ レ ド ニ ゾ 戸 ソ
斉 藤 逹 雄 , 涌 井 昭 , 高
を 併 用 授 与 し た 末 期 胃 癌
橋 弘 :
患 者 の 転 移 に つ い て の 臨
日 本 胸 部 臨 床
最 新 医 学
斉 藤 達 雄 , 横 山 正 和
斉 藤 達 雄 , 涌 井 昭 :
癌 の 臨 床
癌 の 臨 床
3 2 (  5  )
2 8 (  5  )
床 的 検 討
臨 床 科 学
癌 化 学 療 法 の 限 界
綜 合 臨 床
抗 が ん 剤
( 主 要 薬 剤 の 副 作 用 )
抗 癌 剤 投 与 に よ り シ , ツ 抗 靭 誌
ク 死 を き た し た 切 除 不 能
胃 癌 の 一 例
3 1 3 ~ 3 2 2
9 0 3 ~ 9 1 1  1 9 7 3
最 新 医 学
1 9 ( 4 )
1 9 (  6  )
1 9 7 3
2 8 5 ~ 乞 9 0  1 9 7 3
癌 の 臨 床
6 5 5
2 8 (  8  )
1 6 3 5 ~
1 6 3 8
斉 藤 達 雄 :
斉 藤 達 雄 」 涌 井 昭 , 横
山 正 和 , 高 橋 弘 , 前 沢
祥 , 入 野 田 侑 宏 , 石 垣
春 夫 , 波 部 一 弘 , 多 田
成 夫
斉 藤 達 雄 :
1 9 7 3
1 9 ( 9 )  9 3 5 ~ 9 4 0
1 9 7 3
5 - F l u o r o u r a C 1 1 ,  c h r -
1 9 7 3
O m o m y c i n  A 3 ,  p r e d n l -
S 0 1 0 n e  及 び そ れ ら 併 用
9 ( 9 )
2 2 a の
の 圖 形 腫 癌 に 対 す る 臨 床
効 果 の 検 討
癌 化 学 療 法 の 限 界 と 将 来
に 対 す る 期 待
Ⅱ 2 3 ~
H 2 9
1 9 7 9 ~
1 9 8 4
1 2 2 ~ 1 2 7
2 5 (  2  )
病 態 生 理 学 的 観 点 よ り み
た 癌 化 学 療 法 の 詳 価
I g 7 3
日 太 癌 治 療 学 会
誌
I g 7 3
癌 化 学 療 法 の 現 状 と 将 来 癌 と 化 学 療 法 誌
の 展 望
I g 3
岩 手 医 学 雑 誌
臨 床 薬 理
8 ( 4 )
6 ~ 2 1
2 5 (  6  )
7 6 3 ~ フ 7 5
1 9 7 3
4 ( 3 )
(  4  )
1 9 4 ~ 1 g 7  1 9 7 3
I g 7 3
1 ( 8 )
6 1 ~ 7 5
1 9 7 4
? ?
? ?
?
? ?? ?
?
??
? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?
? ? ??
? ? ?
?
? ?
? ? ? ? ? ?
? ?
? ?
? ?
?
??
? ? ?
? ? ? ?
?
? ? ?
?
斉藤達雄,横山正和,
桧森巽,氏家重紀,菅
原伸夫
斉藤達雄:
斉藤達雄,涌井昭,高
橋鯉一:
制癌剤投与下担癌生体の
血清亜鉛値に関する病態
生理学的検討
がん化学療法による長期
生存例の経験
癌患者の線溶凝固系およ
び制癌剤と Umld船託
併用の治療効果
帯胃癌寉主の病態生理斉藤達雄,高橋弘
高橋弘,石垣春夫,涌
井昭,横山正和,入野
田侑宏,波部一弘,多
田成夫,斉藤達雄
斉藤達雄,涌井昭,横
山正和,高橋弘,桧森
巽,氏家重紀,入野田
侑宏,石垣春夫,渡部
一弘,多田成夫:
横山正和,桧森巽,氏
家重紀,斉藤達雄:
斉藤達雄,桧森巽
斉藤達雄,佐藤春彦,
朝村光雄:
癌と化学療法誌 1(D87~96
治療
末期胃癌患者の病態生理
学的悪性度
T11e JOUI'nal of
Medical En2y-
m010gy,
臨床雑誌
「外チ斗」
日本消化器病学
会,列t言志
病態生理学的悪性度によ
る惡姓腫癌患者の StaRe
表現
56( 5 )983~997
17
1974
1(2)
Adriamycin による悪性
腫癌の治療成栽
Carbazilquinone
in vitl'0 における制玉与剤
選択の検討一培養腰水肝
癌の薬剤感受性の立場か
らー
制癌剤による癌細胞の同
調についての基礎的研究
斉藤達雄,朝村光雄,
佐藤春彦,加藤昭彦,
渡辺紀予子:
斉藤達雄:
190~196
36(田534~539
19 4
癌と化学療法誌 1(2)227~241
71(6) 579~5釘 1974
Ig71
斉藤達雄,涌井昭,横
山正和,高橋弘,高橋
健一,石垣春夫,渡部
・一弘,多田成夫
癌の甑床
1974
癌と化学療法誌
最新医学
山川式食事療法
斉藤達雄,横山正和
20(フ)536~54・1
悪性腫痢に対する静注,
および経口投与法による
NI-(2'-tetrahydrofury
D-5-auotouracH
(FT-207)単独なら
びにその併用療法の臨床
成栽
胃がんの治療
1974
1(3)
29( 9 )
最新医学
505~507
Diabetes Jour-
nal
1974
1870~
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